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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・検　査　：ACTH・コルチゾールについては、薬剤血中濃度の検査項目ではない為、管理箋は必要ありません。

・お花見会：患者様負担金の家族連絡を行って下さい。（院外：1000円・院内：400円程度）

　　　　　　①院外予定患者様

　　　　　　　・竹内恒子様・佐々木悦子様・高間木八男様・高橋礼子様・安達貴広様

　　　　　　　・高阪博英様・長谷川陽一様・松井則子様・相内千鶴子様・三村れい子様

　　　　　　　・柳杭田かつ子様・沼端恵子様・奥寺徹様・種市久子様・若松澄子様

　　　　　　　・丹内栄子様・千葉友紀子様・杉澤恵子様・河原木泰志様・羽瀬久四郎様

　　　　　　　・吉田光良様

　　　　　　②院内予定患者様（上記患者様と経管栄養患者様　以外の患者様となります）

＜患者様連絡事項＞

・大下　彌三郎様：セルシン注実施後、経管再挿入しますが、入らず。週末は点滴対応となります。4/23（月）再挿入困難時は、日赤病院に連絡し、胃・食道の精密検査と、胃ろう増設についての相談実施していく。

・峰田　満男様　：4/23（月）まで点滴継続。

・泉川　ケイ子様：頭痛訴えあり、葛根湯2日分処方。

・清水　由美子様：昨日より発熱あり、今昼39.1℃。総合感冒薬（PL）3日分処方。38.5℃以上で坐薬の予測指示（～27日まで）あり、実施しています。
・羽瀬　久四郎様：ネーム入れの為、義歯預かり。本日夕より、粥・キザミ食変更しています。

・田中　正士様　：排便4日無く、予測指示（つむら61）2包処方。排便状況の確認行って下さい。

＜隔離室入室患者様ケース検討＞
・和田　昌様　：終日隔離継続中。8:30～11:00、14:00～16:00の開放観察。多弁さ、軽躁状態続いています。引き続き、精神状態の観察をお願いします。

・畑中　成夫様：終日隔離継続中。水かけ行為はないが、服薬後すぐにトイレへ行っており、行動注意して観察しています。引き続き精神状態を観察し、衝動行動に注意して介入して行きましょう。

・木村　格治様：終日隔離継続中。本日より、AM・PM、2Hの開放観察開始となります。処遇変更について評価していきましょう。また、夕より大盛り食に変更となる。
・種市　久子様：本日が臥床傾向で、朝食摂取出来ず服薬も行えていない。昼は飲み物に混ぜ、服薬行っている。退室時の他室侵入・他者とのトラブルに注意して下さい。

＜注目患者様ケース検討＞

・小林　チエ様：4/18準夜帯にて足をベットから出し体動活発となっており、転倒・転落防止の為、ベットを外し・マット対応とし経過をみている。

　　　　　　　⇒普段は体動少なく休まれており、車椅子への移乗等を考慮し、ベット対応とする。また、千葉友紀子様と位置変更行う。（ラウンド時、Wizカメラでの確認しやすい為）

＜安ヶ平Dr診察患者様＞

・高間木　八男様：予測指示5/4まで継続（下剤除剤）

・和田　昌　様　：予測指示5/4まで継続（下剤除剤）

　　　　　　　　　AZ点眼処方。開放観察時の喫煙許可となる。

・清水　徹　様　：予測指示5/4まで継続（希望時シンラック液）

　　　　　　　　　ネオヨジンガーグル・AZ点眼処方。エンシュアリキット（1本/日）継続処方。

・松橋　清子様　：予測指示5/4まで継続（拒薬時の経過観察）

・種市　久子様　：予測指示5/4まで継続（拒薬時の経過観察）

・相内　千鶴子様：日中の眠気訴え、次回定期より服薬変更となる。

・河原木　泰志様：今朝より発熱あり、総合感冒薬（PL）3日分処方。

　　　　　　　　　発熱時の予測指示～27日まで

＜猪股Dr診察患者様＞

・奥寺　徹様：お花見会参加の許可が下りています。三色団子摂取も可。

・上野　康弘様：眠剤調整しています。就床前薬は22:30に内服したいとの希望あり。対応お願いします。また、洗濯物を本人様が手洗いしているとのこと。衣類も少ない為、

　　　　　　　　母様の面会が1週間以上空くようであれば、スタッフの方から御家族へ電話連絡し洗濯依頼していきましょう。

＜猪股Ｄｒケースカンファ＞
〇上野　康弘　様（35）アルコール依存症
・本人の希望：断酒したいが断酒できずに困っている。

・ご家族の希望：施設入所を希望されている。

・入院前の問題点(精神症状、生活能力)

H23.3.8　当院を退院後。短期アルバイトを始めると通院は行われない状態。

AAﾐｰﾃｨﾝｸﾞには､2回程参加。

5月中旬　アルバイト終了後、飲酒を再開。→連続飲酒。

5.27　 当院を受診。睡眠薬と抗酒剤が処方。

｢自分で止められる｣と以後通院･服薬は行われなかった。

7.1　就職。介護士として意欲的に働く。

　　　 10月中旬　飲酒を再開。→「何となく眠れるように」と

　　　　　　　　　離脱症状→飲酒量が増大→欠勤して日中飲酒。

　　　　　　　　　断酒→1週間程で職場へ復帰する。

　　　 12月中旬　アパート(階上町)単身生活。断酒は継続。

　　H24.1月下旬　｢少しくらいなら大丈夫｣→飲酒を再開　飲酒量増大

　　　　　　　　　酩酊状態で出勤→上司が母に状況連絡して､母の迎えで早退

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1Ｗ実家で過ごす）

　　　　　　　　　断酒して復職→再びアパートで生活。

　　　　3月中旬　｢眠れる様にする為｣等と飲酒再開。

　　　　　　　　　飲酒コントロールが困難→欠勤。

　　　　　　　　　幻視の出現｢部屋に知らない人がいる｣｢煙が立っている｣

　　　　　　3.31　職場解雇

　　　　　　4.2　 階上岳麓の駐車場で飲酒

　　　　　　4.4　 母へ｢ガソリンがなくて動けない｣と電話連絡。

　　　　　　　　　帰宅後、本人･家族が入院治療を希望。

　　　　　　4.5　 当院へ3回目の入院となる。

・入院中の経過：アルコールプログラムは拒否無く行える。

繰り返す飲酒により母からの信用薄い。

　　・必要な支援

　　　　　　・自助グループの参加　⇒　本人は考えていない

　　　　　　・家族勉強会の参加

　　　　　　・今後の生活について話し合い

　　　　　　・断酒を継続できる様な生活環境・仕事の検討をSWと共同で行なっていく。

　　　　　　　Faの協力性が無い⇒家族関係性の調整（借金もある）

　　　　　　　Fa⇒施設入所希望している

　　　　　　　自宅では自分の居場所がない⇒今後の生活に対しての不安・イライラ

　　　　　　　断酒への過程ではないが、1年は断酒できるという本人なりの断酒への取り組み

　　　　　　　話し合う







